
 

 

 

2019年度検討テーマ 

「投薬プロセスにおける安全対

策 ～アレルギーや副作用の情

報共有と対策～」 

認定病院患者安全推進協議会に

参加している施設の安全管理担

当者が、アレルギーについて基

本的な事項を振り返り、その対

応における自施設での現状を評

価し、他施設の情報を共有しつ

つ自施設の事情に合った取り組

みができることを目標とした。 
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薬剤安全部会 
 2019年度活動報告 

活動報告 

セミナーの実施 

・第 1回セミナー 

7月 30日開催（教育講演＋GW形式、東京） 

＞開催報告 

・第 2回セミナー 

12月 6日開催（シンポジウム形式、神奈川） 

＞開催報告 

 

成果・発表内容等 

・第 1回・第 2回セミナーを踏まえた報告書 

 ＞2019年度薬剤安全部会活動成果レポート 投薬プロセスにお

ける安全対策――アレルギーや副作用の情報共有と対策 

 

総括 

2019年度はテーマに添って 2回の薬剤安全セミナーを開催する

とともに、それらの内容を取りまとめた活動成果レポートを作成

した。それぞれの内容については、開催報告や活動成果レポート

に詳述されているのでご覧いただきたい。 

当部会の活動を通じ、参加施設の安全管理担当者においては自

施設の取り組みを積極的に披露し、他施設の良い点はすぐさま取

り込もうと切磋琢磨の気宇が感じ取れ、日頃より高い安全意識と

使命感を持って活動している様子を伺い知ることができた。 

 引き続き次年度はテーマを変え、参加施設の皆様と共により安

全で安心な薬剤管理が学べるよう有意義な部会活動を行いたい。 

（部会長・川井 信孝） 
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